
①要旨

②研究背景

④結果・考察

新型コロナウイルスが地球規模で猖獗を極める現在、⽇本の教育現場ではオンライン授業が導⼊され、インターネット利⽤に関する格差が問題となっている。世界的にもアフリカや南アジアでインターネット利⽤
率の低さが⽬⽴ち、先進諸国との格差は顕著である。そこで、国際間のインターネット利⽤の格差是正について研究した。この格差を考えるうえで注⽬すべき事柄を探るため、52本の論⽂のテキストマイニング結
果等を参考に、8項⽬のデータを取得した。2変数の積項も追加して説明変数を44項⽬とし、Pythonを⽤いて線形系・決定⽊系の回帰分析をそれぞれ交差検証法とグリッドサーチを利⽤して⾏い、インターネット
利⽤率を予測するモデルを構築した。SHAPモデルにより、所得や識字率、経済・教育分野の男⼥格差がインターネット利⽤率に影響すること、特に所得が与える影響が⼤きいことが分かったが、今後は所得格差
の是正についても考究する必要がある。また説明変数を⾒直し、具体的な解決⽅法を⽰したい。
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⑤結論・展望

・説明変数の⾒直し
・より多くのハイパーパラメータの調整
・所得格差の研究

・より具体的な解決策
・モデルの精度向上

・所得格差解消
・識字率を100％に
・教育分野の男女格差をゼロに

③研究⽅法

図3. テキストマイニングの結果
52本の論⽂をもとに作成
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図5. 分析の結果

図6. ⽬的変数との相関関係
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・所得 * GGI経済、所得 * 識字率の貢献度が大きい
・所得の影響が特に大きく、3万ドルを超えると高い
・識字率が約85％を超えると伸び、100％で最高
・GGI教育が9割を超えると伸び、100％で最高
・降水量 * 識字率と目的変数は負の相関→降水量が負の作用か

所得の増加
BB利用率も増加

図7-3. GGI教育別インターネット利⽤率の予測

図7-1. 所得別インターネット利⽤率の予測 図7-2. 識字率別インターネット利⽤率の予測

図8. 降⽔量 * 識字率とそのSHAP値の依存関係

図4. 取得したデータ


